
32022．4．15予　算　特　集

※２０２２年度予算の詳しい内容は、冊子「令和４年度（２０２２年度）予算概要説明書」でお知らせしています。
　市HPや市政情報課（市庁舎１階）、各市立図書館でご覧いただけます。
※金額については、四捨五入による端数調整を行っているため、合計額と合致しない場合があります。２０２２年度の予算の概要２０２２年度の予算の概要

■問財政課☎☎７２４・２１４９２０２２年度予算の概要と重点的に取り組む事業２０２２年度予算の概要と重点的に取り組む事業

総額　2878億9589万円（対前年度比△4.1％）

鶴川駅南土地区画整理
事業会計
 1億4271万円

鶴川駅南土地区画整理
事業会計
 1億4271万円

後期高齢者
医療事業会計
127億9481万円

後期高齢者
医療事業会計
127億9481万円

特別会計
病院事業会計
174億7699万円
病院事業会計
174億7699万円

下水道事業会計 
195億5714万円
下水道事業会計 
195億5714万円

介護保険
事業会計
377億
9143万円

介護保険
事業会計
377億
9143万円

国民健康保険
事業会計

427億6763万円

国民健康保険
事業会計

427億6763万円
一般会計

1573億6519万円
一般会計

1573億6519万円

合計額
1573億
6519万円

歳入歳入 市税
677億
7175万円

市税
677億
7175万円

国庫支出金
323億2689万円
国庫支出金
323億2689万円

都支出金
234億8721万円
都支出金
234億8721万円

地方消費税交付金
86億2700万円
地方消費税交付金
86億2700万円

市債
60億9800万円
市債
60億9800万円

繰入金
44億5099万円
繰入金
44億5099万円

使用料及び手数料
35億6800万円
使用料及び手数料
35億6800万円 その他

110億3535万円
その他
110億3535万円

合計額
1573億
6519万円

歳出歳出
医療・生活支援のため
854億3777万円
医療・生活支援のため
854億3777万円

市政運営のため
176億8081万円
市政運営のため
176億8081万円

道路・公園等整備のため
131億4920万円
道路・公園等整備のため
131億4920万円

教育のため
130億5126万円
教育のため
130億5126万円

保健衛生・環境のため
129億7766万円
保健衛生・環境のため
129億7766万円

市債の返済のため
72億1779万円
市債の返済のため
72億1779万円

消防・防災のため
50億1487万円
消防・防災のため
50億1487万円

その他
（議会、産業振興等のため）
28億3583万円

その他
（議会、産業振興等のため）
28億3583万円

○歳出予算について
　循環型施設整備事業などの大型投資的事業費が減少したことから前
年度に比べて減額となる一方で、「町田市５ヵ年計画２２－２６」で重点事
業に位置付けられた政策の実現を目指し、地域における子育て支援や
ＩＣＴ教育の充実、鶴川駅周辺街づくりなど、町田市が市内外から選ばれ
続けるまちとなるために必要な事業を着実に推進します。

　新型コロナウイルス感染症の影響が限定的であったことなどから、
市税の増が見込まれるものの、市債や国庫支出金等の減を見込んでい
ます。

○歳入予算について

一般会計の歳入歳出予算

市HP 令和4年度（2022年度）予算概要説明書 検索詳細は、

２０２２年度予算は、 ２月に市長選挙が行われたため、現下の社会・経済状況に対応した施策や市民の生活安全対策等を中心に編成し、 ３月議会
で可決されました。市長の５期目の政策を反映した予算については、６月補正予算として編成し、議会に提出します。
２０２２年度は、「まちだ未来づくりビジョン２０４０」及びその実行計画である「町田市５ヵ年計画２２－２６」の初年度に当たり、 目標達成に向け

た取り組みを着実に推進するため、将来を担う子どもたちの視点に立ち、誰にとってもやさしい、未来に希望の持てる地域社会の実現に向けた予
算を計上しています。

　市の行政サービスの大部分は一般会計で経理しています。その他、医療や介護保険、市民病院や下水道といった特定の目的を持つ事業の収支を切
り分けて経理する特別会計が６つあります。

　一般会計の予算規模は、前
年度に比べて９．５％ 減の
１５７３億６５１９万円となりま
した。特別会計の予算規模は、
前年度に比べて３．２％増の
１３０５億３０７０万円となりま
した。

２０２２年度予算において重点的に２０２２年度予算において重点的に
取り組む主な事業取り組む主な事業

（１）町田市５ヵ年計画２２－２６における主な取り組み
１　赤ちゃんに選ばれるまちになる

〇待機児童解消対策事業 � ３億７７２９万円
　待機児童解消のため、認可保育所１園の整備等を実施します。
２　未来を生きる力を育み合うまちになる

〇教育情報化推進事業� ４億８５２２万円
　学校のＩＣＴ環境の充実を図り、デジタルコンテンツを活用した個別最
適化学習などＩＣＴを活用した効果的な授業を実施します。
〇中学校給食センター整備事業 � ２億２３２９万円
　２０２５年度までに町田忠生小山エリア、南エリア及び鶴川エリアにそ
れぞれ給食センターを整備し、「給食センター方式」による中学校全員給
食を導入します。
〇新たな学校づくり推進事業 � １億３２０４万円
　「町田市新たな学校づくり推進計画」に基づき、本町田地区、南成瀬地
区、鶴川東・西地区の統合新設校（計４校）及び南第一小学校の新校舎を整
備するための基本計画を策定します。
３　自分らしい場所・時間を持てるまちになる

〇（新規）町田薬師池公園四季彩の杜魅力向上推進事業 � ３８４５万円
　町田薬師池公園四季彩の杜の新たな計画策定や南園の用地測量を行い
ます。
４　いくつになっても自分の楽しみが見つかるまちになる

〇野津田公園スポーツの森整備事業 � ４億１４６２万円
　２０２３年４月の供用開始に向けて、テニスコート４面の整備工事及び日
本陸上競技連盟第３種公認を更新するため、町田ＧＩＯＮスタジアムの改
修工事を行います。
５　人生の豊かさを実感できるまちになる

〇地域介護予防活動支援事業 � １億１７５４万円
　高齢者が身近な場所で介護予防活動や、社会参加ができる環境づくり
を行います。

６　つながりを力にするまちになる
〇循環型施設整備事業 � ５億４９４１万円
　２０２２年１月の町田市バイオエネルギーセンターの本稼働に伴い、既存
工場棟の解体に着手するとともに、資源ごみ処理施設の整備を進めます。
７　ありのまま自分を表現できるまちになる

〇成年後見制度利用支援事業 � ６７１６万円
　成年後見制度に係る中核機関の運営、市長申立、費用助成等により積極
的に制度の利用促進を図り、後見人活動と本人の権利擁護を支援します。
８　思わず出歩きたくなるまちになる

〇芹ヶ谷公園“芸術の杜”パークミュージアム推進事業 � ４億９４０２万円
　「町田の文化と自然に出会えるパークミュージアム」を実現するため
に、芹ヶ谷公園“芸術の杜”と、（仮称）国際工芸美術館、国際版画美術館の
一体的な整備を進めます。
〇多摩都市モノレール延伸事業 � ４億８４０４万円
　町田駅周辺・木曽山崎団地・忠生北部エリアのあり方等の検討を行いま
す。また、東京都と協働で都市計画道路の物件調査や用地購入等を行いま
す。
〇鶴川駅周辺街づくり事業 � ６億８６５８万円
　北口交通広場の整備工事を行い、南口アクセス路の用地測量を行いま
す。また、鶴川駅南土地区画整理事業では、用地取得等を行います。
９　みんなが安心できる強いまちになる

〇（新規）避難行動要支援者避難支援体制整備事業 � ５００万円
　避難行動要支援者の個別避難計画作成に向けて、新たな避難支援体制
を構築します。
（２）その他の取り組み
〇公共施設等マネジメント事業 � ５９２５万円
　公共施設再編計画に基づき、町田駅周辺公共施設の再編プロジェクト
や、その他公共施設の再編に向けた取り組みを推進します。
〇（新規）学校教材費等公会計事業 � ３５２０万円
　２０２３年４月からの小・中学校の教材費等学校徴収金の「公会計化」に向
けた準備を進めます。

　「医療・生活支援」
が５４．３％で、約半分
を占めています。ま
た、「市政運営」が
１１．２％、「道路・公園
等整備」が８．４％を
占めています。

　「市税」が４３．１％
で、歳入の多くを占
めています。また、
「国庫支出金」と「都
支出金」が合わせて
３５．４％と全体の約３
分の１を占めていま
す。


